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⑴　
合
併
し
て
市
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
市
街
化
区
域
内
の

農
地
を
保
全
す
る
生
産
緑
地
と
、

そ
れ
以
外
の
農
地
に
分
け
ら
れ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
農
地
面
積
は
。

⑵　

税
制
面
で
の
評
価
価
格

は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

⑶　
最
近
、
田
や
畑
に
耕
作
放

棄
地
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
地
方
税
法
第
349
条
に

よ
り
市
町
村
は
毎
年
、
土
地
の

利
用
実
態
を
調
べ
、
宅
地
、
雑

種
地
、田
、畑
な
ど
を
定
め
る
。

　
本
市
の
場
合
は
耕
作
放
棄
地

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
る
の
か
。

　
　

農
政
課
長

⑴　

市
街
化
区
域
内
に
は
約

47.
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
が

あ
り
、
そ
の
内
、
生
産
緑
地
が

約
3.7
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
そ
れ
以
外

の
農
地
の
面
積
が
43.
７
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

総
務
部
長

⑵　

生
産
緑
地
に
指
定
さ
れ
て

い
る
農
地
は
、
30
年
間
の
営
農

義
務
や
建
築
制
限
な
ど
が
あ
る

の
で
、
一
般
農
地
と
し
て
評
価
、

課
税
を
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外

の
市
街
化
区
域
農
地
の
評
価
に

つ
い
て
は
、
合
併
後
５
年
経
過

し
た
24
年
度
よ
り
、
特
定
市
街

化
農
地
と
し
て
宅
地
並
み
評
価
、

宅
地
並
み
課
税
を
行
っ
て
い
る
。

⑶　

耕
作
放
棄
地
が
あ
れ
ば
、

休
耕
地
か
ど
う
か
を
農
業
委
員

会
に
確
認
し
て
、
土
地
所
有
者

に
調
査
結
果
を
通
知
し
た
後
、

現
況
地
目
で
の
課
税
を
行
う
。

　
４
月
１
日
よ
り
税
制
改
正
が

行
わ
れ
、
総
務
省
は
ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

　
他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。
尾
張
部
の
人
口
が

15
万
人
ほ
ど
の
あ
る
市
で
は
６

月
に
ふ
る
さ
と
納
税
で
他
の
自

治
体
に
税
収
が
奪
わ
れ
な
い
よ

う
に
市
民
が
市
に
ふ
る
さ
と
納

税
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
返
礼

メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
作
成
し
た
。

　
例
え
ば
１
万
円
寄
附
し
た
市

民
に
市
内
で
使
え
る
３
千
円
の

商
品
券
を
贈
る
。
今
ま
で
も
特

産
品
を
返
礼
と
し
て
贈
ら
れ
て

い
る
上
に
、
新
た
に
メ
ニ
ュ
ー

の
数
を
追
加
し
た
。
大
変
ユ

ニ
ー
ク
な
発
想
で
あ
る
。

　
本
市
の
特
産
と
い
え
ば
、
ト

マ
ト
、
ナ
ス
、
イ
チ
ゴ
、
米
、

イ
チ
ジ
ク
、
日
本
一
で
あ
る
金

魚（
水
槽
と
セ
ッ
ト
に
し
て
）が

あ
り
、
工
業
製
品
で
は
、
の
り

な
ど
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
品
を
農
協
、
金
魚

組
合
、
の
り
生
産
会
社
と
提
携

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
者
に
返
礼

す
れ
ば
、
寄
附
し
て
い
た
だ
い

た
方
や
農
家
の
方
に
も
、
大
変

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
本
市
で
も
特
産
品
の
返
礼
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

市
長

　

一
時
的
な
自
分
自
身
に
対
す

る
納
税
の
特
権
と
同
時
に
見
返

り
品
を
期
待
さ
れ
る
、
そ
う
い

う
納
税
の
仕
方
は
、
本
来
の
納

税
の
あ
り
方
で
は
な
い
と
強
く

思
っ
て
い
る
。

⑴　
決
算
認
定
の
時
期
に
市
の

資
産
を
示
す
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

の
作
成
が
さ
れ
て
い
な
い
が
、

こ
の
時
期
に
資
料
と
し
て
作
る

べ
き
で
は
。

⑵　

中
期
財
政
計
画
に
つ
い

て
、
今
後
の
財
政
運
営
の
取
り

組
み
と
し
て
、
歳
入
で
は
未
収

金
対
策
の
充
実
、
使
用
料
・
手

数
料
・
保
育
料
の
見
直
し
、
都

市
計
画
税
の
検
討
が
あ
る
。

　
歳
出
で
は
、
補
助
金
・
扶
助

費
の
見
直
し
、
特
別
会
計
繰
出

金
の
抑
制
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
導
入
、
地
域
交
通
の

あ
り
方
の
検
討
、
民
間
委
託
の

推
進
な
ど
が
あ
る
。

　
行
政
改
革
と
し
て
取
り
組
ま

れ
た
事
例
は
あ
る
か
。

　
　

財
政
課
長

⑴　

出
納
閉
鎖
の
５
月
末
を
過

ぎ
て
か
ら
、
決
算
数
値
を
も
と

に
仕
訳
す
る
作
業
が
あ
り
、
１

年
分
を
ま
と
め
て
仕
訳
す
る
の

で
、
一
定
程
度
の
時
間
が
必
要

な
こ
と
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

⑵　

市
所
有
の
未
利
用
地
の
売

却
や
貸
し
付
け
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
バ
ナ
ー
広
告
の
枠
の
増
設

な
ど
の
有
料
広
告
事
業
、
納
税

の
利
便
性
の
向
上
の
観
点
か
ら

市
県
民
税
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
な

ど
を
実
施
し
た
。

　
　

市
長

⑵　

保
育
料
は
、
28
年
度
は
現

行
の
ま
ま
据
え
置
き
た
い
。

　

都
市
計
画
税
は
、
さ
ら
に
都

市
基
盤
整
備
事
業
を
進
め
て
い

く
に
あ
た
り
、
導
入
を
検
討
す

る
時
期
が
必
ず
来
る
と
考
え
る
。

問農
業
委
員
会
に
確
認
し
、

土
地
所
有
者
に
通
知
後
に

現
況
地
目
で
課
税
し
て
い
る

答

答ふ
る
さ
と
納
税
者
に

ふ
る
さ
と
納
税
者
に

特
産
品
の
返
礼
を

特
産
品
の
返
礼
を

問

特
産
品
の
返
礼
は

考
え
て
い
な
い

答中
期
財
政
計
画
に
つ
い
て

中
期
財
政
計
画
に
つ
い
て

行
政
改
革
と
し
て
の
取
り
組
み
は

行
政
改
革
と
し
て
の
取
り
組
み
は

問

公
有
財
産
の
有
効
活
用
、

有
料
広
告
事
業
な
ど
を
実
施
し
た

答答

議
員

横
井 

昌
明

識
市
会

耕
作
放
棄
地
に
対
す
る

耕
作
放
棄
地
に
対
す
る

本
市
の
課
税
状
況
は
？

本
市
の
課
税
状
況
は
？


